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　北海道から雪だるま

【
平
成
元
年
３
月
号
よ
り
】

徳
之
島
町
と
北
海
道
、
南
北
の
担
い
手

農
家
が
交
流
し
て
互
い
の
農
業
を
見
直
す

「
南
北
農
村
交
流
」
で
、
北
海
道
北
竜
町
の

三
人
の
農
業
後
継
者
と
道
庁
、
役
場
職
員

な
ど
一
行
７
人
が
平
成
元
年
２
月
９
日
、

徳
之
島
町
を
訪
れ
ま
し
た
。
役
場
前
庭
で

行
わ
れ
た
歓
迎
式
で
、
北
竜
町
か
ら
雪
だ

る
ま
や
ヒ
マ
ワ
リ
の
お
菓
子
が
、
町
内
九

つ
の
小
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
ま
し
た
。
雪
に
全
く
縁
が
な
い
だ
け
に
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
ケ
ー
ス
の
中
か
ら
雪

だ
る
ま
が
現
れ
る
と
、
代
表
で
受
け
取
っ

た
子
ど
も
た
ち
は
、「
ヒ
ャ
ー
、
冷
た
い
」

と
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。

ま
ち
の
話
題

～
平
成
プ
レ
ー
バ
ッ
ク
（
前
編
）
～

　

平
成
元
年
か
ら
平
成
31
年
ま
で
の「
広
報
と
く
の
し
ま
」か
ら
、

広
報
担
当
が
記
事
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
今
月
号
で
は
平
成
元
年

の
№
２
０
６
か
ら
平
成
15
年
の
№
３
５
６
ま
で
の
記
事
の
中
か

ら
お
届
け
し
ま
す
。

【
平
成
２
年
７
月
号
よ
り
】

下
久
志
子
供
会
（
宮
本
敏
吉
会
長　

21
人
）
は
平
成
２
年
７
月
６
日
、
下

久
志
子
供
会
農
園
で
稲
刈
り
を
し
ま

し
た
。
３
月
に
子
供
た
ち
が
植
え
た

稲
は
、
順
調
に
育
ち
、
台
風
や
鳥
害

も
な
く
豊
作
で
し
た
。
刈
り
取
っ
た

稲
は
さ
っ
そ
く
脱
穀
さ
れ
、
７
月
21

日
畦
で
行
わ
れ
た
キ
ャ
ン
プ
で
は
、

は
ん
ご
う
炊
飯
を
し
て
お
い
し
く
食

べ
ま
し
た
。
同
農
園
に
は
二
期
作
と

し
て
も
ち
米
を
植
え
つ
け
て
、
12
月

に
も
ち
つ
き
大
会
を
行
う
予
定
で

す
。

　稲 刈 りまたも全国大会へ

【
平
成
３
年
12
月
号
よ
り
】

徳
之
島
高
校
女
子
空
手
道
部
（
谷

村
か
お
り
主
将
）
が
団
体
組
手
の
部

で
一
昨
年
に
続
い
て
全
国
大
会
へ
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平
成

３
年
11
月
23
・
24
日
鹿
児
島
市
で
行

わ
れ
た
全
九
州
大
会
で
は
、
主
力
選

手
を
欠
き
な
が
ら
も
選
手
全
員
が
結

束
、
実
力
を
発
揮
し
て
団
体
組
手
で

３
位
に
入
賞
し
、
全
国
大
会
へ
の
出

場
権
を
得
ま
し
た
。
部
員
は
、
来
年

３
月
に
東
京
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会

へ
向
け
て
、
練
習
を
続
け
て
お
り
、

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
特
集
】
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もちつきペッタン

【
平
成
６
年
２
月
号
よ
り
】

成
人
の
日
の
平
成
６
年
１
月
15
日
、
北
区

西
子
ど
も
育
成
会
（
福
則
広
会
長 

75
戸
）
の

親
子
ふ
れ
あ
い
も
ち
つ
き
大
会
が
亀
津
小
体

育
館
で
行
わ
れ
、
約
２
５
０
人
が
も
ち
つ

き
を
楽
し
み
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
お
か
あ

さ
ん
た
ち
が
蒸
し
た
も
ち
米
が
臼
に
入
れ
ら

れ
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
、
代
わ
る
が
わ
る

杵
を
振
い
、
中
に
は
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
杵

を
抱
え
が
ん
ば
る
子
も
お
り
、
に
ぎ
や
か
な

中
で
も
ち
が
つ
き
上
が
り
、
子
ど
も
た
ち
は

さ
っ
そ
く
、
き
な
粉
も
ち
に
し
て
お
い
し
そ

う
に
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

山羊とろし

【
平
成
６
年
７
月
号
よ
り
】

平
成
６
年
７
月
３
日
、
亀
徳
集
落
で

闘
牛
な
ら
ぬ
「
闘
ヤ
ギ
大
会
」
が
開
か

れ
、
家
族
連
れ
な
ど
約
50
人
の
見
物
客

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な

「
山
羊
と
ろ
し
」
は
、
島
内
の
愛
好
家
た

ち
が
開
催
し
た
も
の
で
、
お
隣
の
天
城

町
か
ら
の
つ
わ
者
や
、
体
重
80
㎏
位
い

の
大
物
な
ど
含
め
数
番
組
の
取
組
み
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
前
足
を
高
く
か
か
げ
、

額
と
額
を
ぶ
つ
け
合
う
激
し
い
対
戦
に
、

見
物
席
か
ら
「
す
ご
い
」
の
声
。
ヤ
ギ

た
ち
の
予
想
外
の
激
突
戦
に
驚
い
た
様

子
で
し
た
。

十五夜綱引きワッショイ

【
平
成
７
年
10
月
号
よ
り
】

亀
津
中
区
（
牧
明
男
区
長 

５
０
１
戸
）
の

恒
例
の
「
十
五
夜
綱
引
き
大
会
」
が
平
成
７

年
９
月
９
日
、
商
店
街
の
中
央
通
り
で
行
わ

れ
、
満
月
の
も
と
大
勢
の
区
民
が
綱
引
き
を

楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の
綱
引
き
大
会
は
、
中

央
通
り
会
や
壮
年
会
、
浜
踊
り
保
存
会
な
ど

が
中
心
と
な
っ
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

一
班
か
ら
五
班
の
小
学
生
対
抗
や
警
察
署
職

員
チ
ー
ム
を
招
い
て
の
職
域
対
抗
な
ど
、
子

供
も
大
人
も
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」

の
掛
け
声
に
合
わ
せ
力
い
っ
ぱ
い
綱
を
引
い

て
い
ま
し
た
。
綱
引
き
の
あ
と
は
、
浜
踊
り

保
存
会
の
太
鼓
と
三
味
線
に
合
わ
せ
総
出
の

十
五
夜
踊
り
が
始
ま
り
、
昔
な
が
ら
の
な
ご

や
か
な
光
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

母間小創立 100 周年

【
平
成
15
年
2
月
号
よ
り
】

平
成
15
年
２
月
４
日
、
徳
之
島
町
立
母
間

小
学
校
（
野
口
公
校
長
、
児
童
数
73
人
）
の
創

立
百
周
年
記
念
事
業
に
、
佐
倉
ア
ス
リ
ー
ト
倶

楽
部
代
表
小
出
義
雄
監
督
と
シ
ド
ニ
ー
五
輪

女
子
マ
ラ
ソ
ン
金
メ
ダ
リ
ス
ト
高
橋
尚
子
選

手
が
参
加
し
、
講
演
会
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

で
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
、

高
橋
選
手
が
無
名
時
代
の
成
績
や
、
生
徒
か

ら
「
ど
う
し
て
Ｑ
ち
ゃ
ん
の
あ
だ
名
が
」「
彼

氏
は
？
」
な
ど
の
質
問
に
気
さ
く
に
答
え
て
い

ま
し
た
。
高
橋
選
手
は
全
児
童
と
約
１
・
５
㌔

の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
児
童
代

表
と
し
て
脇
坂
円
香
さ
ん
が
「
ア
テ
ネ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
金
メ
ダ
ル
が
取
れ
る
よ
う
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
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２
月
中
旬
か
ら
３
月
下
旬

に
か
け
、
上
武
大
学
硬
式
野

球
部
（
56
人
）、
愛
知
工
業

大
学
名
電
高
等
学
校
硬
式
野

球
部
（
38
人
）、
Ｔ
Ｄ
Ｋ
硬

式
野
球
部
（
32
人
）
が
、
順

次
徳
之
島
町
で
春
季
キ
ャ
ン

プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
徳
之

島
入
り
し
た
初
日
に
は
亀
徳

新
港
や
空
港
で
歓
迎
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
、
高
岡
秀
規

町
長
を
は
じ
め
関
係
者
が
激

励
。
民
間
有
志
よ
り
豚
肉
や

ば
れ
い
し
ょ
な
ど
の
特
産
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

上
武
大
学
硬
式
野
球
部
は

徳
之
島
町
キ
ャ
ン
プ
10
回

目
。
今
年
も
町
地
域
女
性
連

ス
タ
ッ
フ
が
中
心
と
な
り
、

炊
き
出
し
で
同
部
を
応
援
し

ま
し
た
。

愛
工
大
名
電
野
球
部
は
昨

年
に
続
き
２
回
目
の
キ
ャ
ン

プ
。
昨
年
も
実
施
し
た
町
内

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
対
象
の
野

球
教
室
で
交
流
を
深
め
ま
し

た
。Ｔ

Ｄ
Ｋ
硬
式
野
球
部
は
徳

之
島
へ
初
キ
ャ
ン
プ
入
り
。

町
健
康
の
森
総
合
運
動
公
園

へ
屋
内
運
動
場
が
整
備
さ
れ

た
こ
と
も
決
め
手
と
な
り
、

徳
之
島
町
で
の
初
キ
ャ
ン
プ

が
実
現
し
ま
し
た
。

徳之島町ｷｬﾝﾌﾟ in 2019

上武大学硬式野球部 【群馬県】 2 月 13 日～ 22 日

愛知工業大学名電高等学校硬式野球部 【愛知県】 2 月 22 日～ 26 日

ＴＤＫ硬式野球部 【秋田県】 2 月 28 日～３月 21 日
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神之嶺小文化財少年団の井之川夏目踊り

「
第
１
回
島
わ
れ
ん
き
ゃ
の
祭
典

（
町
教
育
委
員
会
主
催
）」
が
２
月
17

日
、
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
あ
り

ま
し
た
。
大
島
地
区
文
化
協
会
連
絡

協
議
会
が
定
め
る
２
月
18
日
の
「
方

言
の
日
」
に
あ
わ
せ
、
町
内
の
児
童

生
徒
を
対
象
に
初
開
催
。
島
口
川
柳

の
表
彰
や
、
伝
統
芸
能
、
島
口
劇
の

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
協

力
の
も
と
で
取
り
組
ん
だ
練
習
の
成

果
に
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

※
島
口
川
柳
の
表
彰
結
果
は
町
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
撮
っ
て
お
き
フ
ォ

ト
ニ
ュ
ー
ス
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

島
わ
れ
ん
き
ゃ
の
祭
典
、
島
口
川
柳
や
伝
統
芸
能
発
表

海岸清掃や収穫作業等４つの班に別れて活動

明
治
大
学
体
育
会
ロ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ

ト
部
が
２
月
21
日
、
春
季
合
宿
「
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
町
北
部
で
実
施

し
、
手
々
海
浜
公
園
や
金
見
海
岸
の
清

掃
、
農
産
物
収
穫
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
ロ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト
は
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
の
大
学
生
版
。
同
部
は
大
学

ロ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト
で
は
日
本
一
の
人

数
を
誇
り
、今
回
は
77
名
が
来
島
。「
世

界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み

に
協
力
し
た
い
」「
島
の
こ
と
を
知
り
、

交
流
し
て
情
報
発
信
し
た
い
」
と
の
趣

旨
か
ら
今
回
の
活
動
実
施
に
至
り
ま
し

た
。
同
部
は
２
０
１
７
年
に
も
徳
之
島

で
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

明
大
ロ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト
部
77
名
が
清
掃
等
で
交
流

スポーツ教室で徳之島の子どもたちと交流

徳
之
島
町
が
昨
年
12
月
、
２
０
２
０

年
に
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

参
加
す
る
「
セ
ン
ト
ビ
ン
セ
ン
ト
及
び

グ
レ
ナ
デ
ィ
ー
ン
諸
島（
以
下
Ｓ
Ｖ
Ｇ
）」

と
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
登
録
。
２
月
28
日

か
ら
３
月
３
日
の
間
、
島
内
で
交
流
事

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｓ
Ｖ
Ｇ
か
ら
は
、

同
国
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
ル
ド

ル
フ
・
ト
レ
バ
ー
・
オ
ー
グ
ス
テ
ィ
ン
・

ダ
ニ
エ
ル
会
長
（
67
）、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
走
り
高
跳
び
競
技
の
カ
リ
フ
ァ
・
カ
ー

デ
ィ
ン
・
ブ
ル
ズ
選
手
（
13
）
ら
３
人

が
来
島
。
期
間
中
、
徳
之
島
町
と
Ｓ
Ｖ

Ｇ
と
の
交
流
に
関
す
る
調
印
式
や
、
同

登
録
記
念
の
音
楽
交
流
会
、
ス
ポ
ー
ツ

教
室
な
ど
で
交
流
し
ま
し
た
。
今
後
も

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
向
け

た
同
国
と
の
交
流
が
続
け
ら
れ
ま
す
。

セ
ン
ト
ビ
ン
セ
ン
ト
と
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
で
交
流

を、プロ奏者の原田芳宏さんが演奏
音楽交流会ではＳＶＧで盛んなスティールパン

パラリンピック走り高跳び競技のカリファ選手
（中央左）ら３人が来島
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※本コーナーに掲載しきれなかった記事は、徳之島町公式ウェブサイト「撮っておきフォト
ニュース」へ掲載しています。ぜひご覧ください。https://www.tokunoshima-town.org/
※本コーナーに掲載しきれなかった記事は、徳之島町公式ウェブサイト「撮っておきフォト
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閉講式・授賞式に参加した児童生徒の皆さん 認定証を受け取った元田隆丸組合長

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
３
月
10
日
、

「
平
成
30
年
度
徳
之
島
町
学
士
村
塾
閉
講

式
・
教
育
賞
授
賞
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
の
学
士
村
塾
は
、
土
曜
日
の

部
の
６
地
区
、平
日
夕
方
の
部
の
４
地
区
、

合
わ
せ
て
１
１
１
名
の
児
童
生
徒
が
塾
生

と
し
て
学
び
ま
し
た
。
授
賞
式
で
は
、
学

士
村
塾
へ
の
通
塾
の
皆
勤
者
や
、
平
成
30

年
度
に
実
施
さ
れ
た
学
力
向
上
対
策
試
験

の
成
績
優
秀
者
、
ま
た
義
務
教
育
期
間
の

小
学
校
６
か
年
、
中
学
校
３
か
年
の
皆
勤

者
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
全
受
賞
者
を
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
撮
っ
て
お
き
フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
」
記
事

内
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

３
月
７
日
、
と
く
の
し
ま
漁
業
協
同

組
合
で
「
奄
美
群
島
漁
船
セ
ー
フ
テ
ィ

ラ
リ
ー
２
０
１
８
」
の
安
全
運
航
認
定

証
授
与
式
が
行
わ
れ
、
奄
美
海
上
保
安

部
の
近
藤
竜
一
郎
交
通
担
当
次
長
か
ら

元
田
隆
丸
組
合
長
へ
、
認
定
証
と
認
定

メ
ダ
ル
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
セ
ー
フ

テ
ィ
ラ
リ
ー
は
昨
年
７
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
実
施
。
船
舶
の
安
全
運

航
に
取
り
組
み
、
期
間
中
の
無
事
故
達

成
で
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。
と
く
の
し

ま
漁
業
協
同
組
合
は
２
０
１
２
年
か
ら

２
０
１
６
年
の
５
年
間
も
、「
漁
船
セ
ー

フ
テ
ィ
ラ
リ
ー
南
九
州
」
に
お
い
て
安

全
運
航
認
定
証
を
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
士
村
塾
閉
講
式
・
教
育
賞
授
賞
式
で
成
果
を
表
彰

と
く
の
し
ま
漁
協
が
セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
リ
ー
で
無
事
故
達
成

６項目の「強くなる」ジュニア選手の食事戦略 全日本小学生相撲優勝大会で優勝した豊田くん

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
３
月
９
日
、

徳
之
島
町
食
育
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
日

本
体
育
大
学
児
童
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
部
助

教
の
安
達
瑞
保
氏
が
講
演
し
ま
し
た
。
講

演
で
は
、「
未
来
の
ア
ス
リ
ー
ト
を
育
て

る
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
と
は
」と
題
し
、ジ
ュ

ニ
ア
選
手
の
栄
養
摂
取
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹

介
。「
将
来
一
人
の
選
手
と
し
て
健
全
な

食
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
知
識
を
得
る
だ

け
で
な
く
、
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
し
て
未

来
に
つ
な
げ
て
欲
し
い
」
と
、
ジ
ュ
ニ
ア

選
手
に
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

徳
之
島
町
は
２
０
１
６
年
に
日
本
体
育

大
学
と
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
す
る

協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

亀
津
小
学
校
４
年
生
の
豊
田
倫
之
亮

く
ん
が
、
鹿
児
島
県
を
代
表
す
る
顕
著

な
活
躍
を
し
て
い
る
児
童
生
徒
や
団
体

を
県
教
育
委
員
会
が
表
彰
す
る
「
い
き

い
き
教
育
活
動
表
彰
」
を
受
け
、
町
役

場
で
２
月
28
日
、
表
彰
伝
達
式
が
あ
り

ま
し
た
。
今
回
の
表
彰
は
、
昨
年
12
月

に
東
京
の
両
国
国
技
館
で
開
催
さ
れ
た

「
第
31
回
全
日
本
小
学
生
相
撲
優
勝
大

会
」〈
４
年
生
以
下
の
部
〉
で
全
国
優

勝
を
果
た
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。
豊
田
く
ん
は
、「
優
勝
し
て

お
母
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
き
て
う
れ

し
い
。
来
年
も
連
覇
に
向
け
頑
張
り
た

い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

日
体
大
講
師
が
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
を
育
て
る
食
育
講
演
会

豊
田
く
ん
（
亀
津
小
）
が
い
き
い
き
教
育
活
動
表
彰
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み
ん
な
で
紡
ぐ　

き
ら
め
き
の

ま
ち
」
の
実
現
と
地
域
の
更
な

る
発
展
に
向
け
、
総
合
計
画
内

の
６
つ
の
基
本
計
画
に
沿
っ
て

平
成
30
年
度
事
業
実
績
及
び
平

成
31
年
度
事
業
施
策
を
申
し
上

げ
ま
す
。

農
・
畜
産
業
の
振
興

島
の
主
幹
産
業
で
あ
る
農
・

畜
産
業
の
振
興
に
向
け
、
農
業

形
成
の
安
定
と
高
度
化
を
目
指

し
て
様
々
な
施
策
を
展
開
し

て
農
家
の
所
得
向
上
に
努
め
ま

す
。平

成
29
年
産
の
さ
と
う
き
び

の
収
穫
実
績
で
は
、
収
穫
面
積

１
１
３
１
㌶
、
単
収
５
２
１
８

㎏
、
生
産
量
５
万
９
０
３
４

㌧
と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
平
成
37
年
産
目
標
生
産
量

７
万
６
９
２
㌧
を
目
指
し
各
種

支
援
事
業
の
継
続
を
図
り
ま

す
。園

芸
の
振
興
に
お
い
て
は
、

将
来
の
担
い
手
と
な
る
農
家
の

育
成
を
目
的
に
、
町
内
外
か
ら

施
設
園
芸
希
望
農
家
を
募
集

し
、
研
修
を
積
み
重
ね
高
収
益

な
作
物
栽
培
技
術
の
習
得
促
進

を
図
り
ま
す
。

畜
産
の
振
興
に
お
い
て
は
、

徳
之
島
町
受
精
卵
セ
ン
タ
ー
を

活
用
し
た
鹿
児
島
大
学
共
同
獣

医
学
部
と
の
地
域
連
携
協
定
に

よ
る
優
良
血
統
受
精
卵
を
採

卵
・
移
植
す
る
受
精
卵
移
植
事

業
を
実
施
し
、
優
良
な
繁
殖
牛

の
維
持
・
増
頭
を
図
り
ま
す
。

土
層
改
良
や
畑
か
ん
施
設
整

備
を
行
う
農
業
の
基
盤
整
備
事

業
で
は
、
平
成
30
年
度
９
地
区

に
お
い
て
県
営
畑
地
帯
総
合
整

備
事
業
に
伴
う
施
設
整
備
工
事

を
行
い
、
平
成
31
年
度
に
は
第

一
尾
母
２
期
を
加
え
た
10
地
区

に
お
い
て
県
営
畑
地
帯
総
合
整

備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

水
産
業
の
振
興

輸
送
コ
ス
ト
支
援
事
業
に
よ

る
流
通
時
の
条
件
不
利
性
の
解

消
を
図
る
た
め
、
実
証
事
業
に

よ
り
沖
縄
県
へ
の
輸
送
コ
ス
ト

支
援
も
行
い
、
生
産
者
の
所
得

向
上
に
努
め
ま
す
。

商
業
の
振
興

商
工
会
や
商
店
街
の
活
性
化

に
向
け
て
は
、
商
工
業
の
中
心

的
存
在
で
あ
る
商
工
会
の
育
成

事
業
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

発
行
に
よ
り
、
島
内
消
費
の
拡

大
と
消
費
者
の
購
買
意
欲
の
向

上
を
図
っ
て
お
り
、
引
き
続
き

企
業
の
成
長
に
向
け
た
支
援
を

実
施
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
事
業
実
績

及
び
平
成
31
年
度
事
業
施
策

平
成
31
年
第
１
回
徳
之
島
町

議
会
定
例
会
の
開
催
に
あ
た

り
、
町
政
に
臨
む
所
信
を
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
平
成
31
年

度
徳
之
島
町
一
般
会
計
予
算
案

及
び
特
別
会
計
予
算
案
、
関
連

議
案
を
提
出
し
、
町
民
の
皆
様

方
並
び
に
町
議
会
議
員
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

平
成
31
年
度
の
一
般
会

計
予
算
案
の
総
額
は
、
歳

入
及
び
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

７
３
億
２
７
５
５
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
前
年
度
と
比
較
し
ま

す
と
５
・
５
％
減
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
歳
入
歳
出
の
主
な
事

柄
と
し
て
は
、
花
徳
団
地
の
建

設
、
総
合
運
動
公
園
内
野
球
場

周
辺
の
改
修
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｏ

Ｔ
教
育
環
境
の
整
備
等
に
な
り

ま
す
。

第
５
次
徳
之
島
町
総
合
計
画

に
掲
げ
る
「
人
と
自
然
が
輝
き　

平
成
31
年
度
予
算
編
成

施 政 方 針平成 31 年度

徳之島町

３月定例議会が３月 5日から３月 14日まで開かれ、高岡秀規町長は平成 31年
度の施政方針を述べました。その内容を抜粋して掲載します。

人
と
資
源
を
融
合
さ
せ

活
気
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
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対
し
て
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
等
を
開
催
し
、
高
齢
者

の
自
主
的
な
健
康
づ
く
り
を
支

援
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

少
子
高
齢
化
が
進
み
多
様
化

す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に

向
け
て
は
、
地
域
福
祉
推
進
の

充
実
を
図
る
た
め
、「
第
１
期

徳
之
島
町
地
域
福
祉
計
画
・
地

域
福
祉
活
動
計
画
」
を
本
年
３

月
末
に
策
定
し
ま
す
。
基
本
理

念
の
実
現
を
目
指
し
、
施
策
展

開
の
基
本
方
向
と
し
て
、
基
本

目
標
を
設
定
し
、
地
域
住
民
や

関
係
団
体
、
事
業
者
と
連
携
し

て
地
域
福
祉
を
推
進
し
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

平
成
30
年
度
よ
り
徳
之
島
町

「
障
が
い
者
計
画
」「
第
５
期
障

が
い
福
祉
計
画
」「
第
１
期
障

が
い
児
福
祉
計
画
」
が
ス
タ
ー

ト
し
て
お
り
、「
徳
之
島
地
区

加
価
値
の
高
い
仕
事
創
出
と
外

貨
獲
得
を
図
り
ま
す
。

健
康
・
医
療
の
充
実

国
保
健
康
事
業
で
は
、
高
齢

化
に
よ
り
増
加
す
る
医
療
費
へ

の
対
応
と
し
て
、
県
内
の
統
一

的
方
針
に
伴
う
保
険
料
の
増
加

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
民

の
健
康
保
持
の
た
め
各
種
健
診

や
あ
ら
ゆ
る
事
業
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
医
療
費
適
正
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お

け
る
保
健
事
業
で
は
、
被
保
険

者
の
健
康
状
態
を
レ
セ
プ
ト

デ
ー
タ
や
健
診
結
果
か
ら
分
析

し
、
訪
問
指
導
に
よ
っ
て
個
々

に
応
じ
た
保
健
指
導
を
実
施

し
、
疾
病
の
重
症
化
を
予
防
し

ま
す
。
ま
た
、
医
療
を
特
に
必

要
と
し
な
い
元
気
な
高
齢
者
に

開
発
や
農
山
漁
村
地
域
に
お
け

る
新
た
な
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
創

出
・
拡
大
に
努
め
ま
す
。

新
た
な
産
業
創
出
と

雇
用
の
確
保

徳
之
島
町
総
合
食
品
加
工
セ

ン
タ
ー
「
美
農
里
館
」
で
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
で
人

気
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
中
心
に
全

商
品
の
売
り
上
げ
が
増
加
し
ま

し
た
。
今
後
の
販
売
促
進
に
あ

た
っ
て
は
、
九
州
、
関
東
、
関

西
地
区
で
開
催
さ
れ
る
物
産
展

等
や
商
談
会
等
で
営
業
活
動
を

積
極
的
に
行
い
、
販
路
拡
大
に

努
め
ま
す
。

地
方
創
生
推
進
事
業
に
お
い

て
は
、
地
域
再
生
計
画
「
島
の

生
業
創
出
と
み
ら
い
創
り
人
財

育
成
計
画
」
に
基
づ
き
、
対
話

に
よ
る
地
域
課
題
解
決
・
魅
力

発
揮
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
併

せ
て
、
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
等
の

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
分
野
の
人
材

育
成
事
業
を
継
続
し
、
よ
り
付

観
光
の
振
興

観
光
の
振
興
に
お
い
て
は
、

徳
之
島
観
光
連
盟
と
島
内
３
町

が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
き
た

観
光
及
び
物
産
に
お
け
る
公
式

サ
イ
ト
が
完
成
し
た
こ
と
か

ら
、
平
成
31
年
度
に
は
情
報

発
信
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。観

光
施
設
等
の
整
備
に
あ

た
っ
て
は
、
西
郷
腰
掛
け
松
の

観
光
地
整
備
を
行
い
、
観
光
周

遊
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
磨
き
上

げ
を
行
い
ま
し
た
。

北
部
地
区
に
お
け
る
開
発
振

興
の
推
進
で
は
、
金
見
集
落
に

お
い
て
ジ
ビ
エ
カ
フ
ェ
兼
観
光

案
内
所
「
と
う
ぐ
ら
」
を
新
設

す
る
と
と
も
に
、
地
域
資
源
を

生
か
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

実
証
を
行
い
、
農
山
漁
村
に
お

け
る
新
た
な
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の

モ
デ
ル
地
域
の
創
出
を
図
り
ま

し
た
。
運
営
主
体
の
自
走
支
援

を
行
い
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

地
域
自
立
支
援
協
議
会
」
と
連

携
・
協
力
、
障
が
い
者
本
人
・

家
族
・
事
業
所
の
意
見
を
幅
広

く
聴
取
し
計
画
の
策
定
を
行
い

ま
し
た
。「
障
が
い
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
共
に
生
き
る
島
づ

く
り
」
を
基
本
理
念
に
障
が

い
福
祉
施
策
の
推
進
に
努
め
ま

す
。子

育
て
支
援
・

児
童
福
祉
の
充
実

母
子
保
健
事
業
で
は
よ
り
良

い
児
童
福
祉
の
充
実
に
向
け
、

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
妊
娠
中
か

ら
子
育
て
期
ま
で
の
各
種
相
談

に
対
応
し
ま
す
。
母
子
保
健
部

門
と
連
携
し
な
が
ら
、
保
健
と

福
祉
の
両
面
か
ら
支
援
を
行
っ

て
い
く
と
と
も
に
、
妊
娠
期
か

ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
提
供
で
き
る
よ
う
保

健
・
医
療
・
福
祉
の
関
係
機
関

の
連
携
強
化
に
努
め
、
地
域
で

の
支
援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

心
の
通
い
合
う

健
康
と
福
祉
の

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
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を
確
保
し
、
ロ
ー
ド
ミ
ラ
ー
や

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の
ハ
ー
ド
面

の
整
備
、
交
通
安
全
教
室
な
ど

の
ソ
フ
ト
面
で
の
強
化
を
進
め

ま
す
。

防
犯
体
制
の
充
実

警
察
署
や
防
犯
協
会
、
自
主

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と

の
緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
防
犯
意
識
の
普
及
活
動
を

行
い
、
各
地
区
に
対
す
る
防
犯

灯
設
置
の
補
助
や
青
少
年
健
全

育
成
を
推
進
し
ま
す
。

道
路
・
交
通
網
の

整
備
・
充
実

道
路
事
業
に
お
い
て
は
、
社

会
資
本
整
備
事
業
に
よ
り
火
葬

場
ま
で
の
道
を
整
備
す
る
た
め

の
、
調
査
・
測
量
・
設
計
を
行
っ

活
動
の
強
化
や
リ
デ
ュ
ー
ス
、

リ
ユ
ー
ス
の
意
識
を
高
め
、
町

民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
環
境
負
荷
の
少
な
い
循

環
型
社
会
を
築
き
ま
す
。

地
域
防
災
の
充
実

災
害
発
生
初
期
等
に
お
け
る

情
報
連
絡
、
避
難
誘
導
、
救
出
、

救
護
初
期
消
火
等
が
行
え
る
地

域
住
人
に
よ
る
自
主
防
災
組
織

の
育
成
、
強
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
防
災
メ
ー
ル
の
登
録
促

進
を
図
り
、
関
係
機
関
と
相
互

に
連
携
し
な
が
ら
総
合
的
な
防

災
体
制
の
確
立
、
自
主
防
災
組

織
の
育
成
強
化
及
び
防
災
意
識

の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

交
通
安
全
の
推
進

交
通
安
全
対
策
に
む
け
て

は
、
交
通
安
全
意
識
を
啓
発
す

る
と
と
も
に
、
災
害
共
済
制
度

へ
の
加
入
促
進
や
通
学
路
等
に

お
け
る
歩
行
者
の
安
全
な
通
路

自
然
環
境
・
生
態
系
の

保
護
・
保
全

希
少
動
物
の
保
護
に
向
け
て

は
、
飼
い
犬
・
飼
い
猫
の
不
妊

去
勢
手
術
費
助
成
事
業
及
び
ノ

ラ
ネ
コ
の
Ｔ
Ｎ
Ｒ
事
業
を
行
う

な
ど
希
少
動
物
の
捕
食
被
害
を

防
ぐ
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

世
界
自
然
遺
産
候
補
地
と
し

て
の
環
境
教
育
を
よ
り
充
実
す

る
他
、
世
界
自
然
遺
産
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
こ
と
で
、

地
域
住
民
の
自
然
保
護
に
対
す

る
意
識
の
醸
成
に
努
め
ま
す
。

循
環
型
社
会
の
推
進

構
築
離
島
対
策
事
業
を
活
用

し
た
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
海
上

輸
送
費
補
助
を
行
い
、
資
源
の

有
効
活
用
の
た
め
リ
サ
イ
ク
ル

平成 31年度　徳之島町　施政方針

て
い
ま
す
。平
成
31
年
度
で
は
，

順
次
改
良
工
事
も
進
め
て
い
き

ま
す
。

こ
の
他
、亀
津
中
央
線（
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
北
店
～
有
村
石

油
）
の
改
良
工
事
を
行
う
た
め

の
、
調
査
・
測
量
・
設
計
を
行

い
ま
す
。

住
環
境
の
充
実

公
営
住
宅
整
備
事
業
に
お
い

て
は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
を
活
用
し
た
公
営
住
宅
整

備
事
業
で
花
徳
２
団
地
の
用
地

取
得
、
実
施
設
計
、
木
造
平
屋

１
棟
２
戸
の
新
築
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
平
成
31
年
度
に

お
い
て
は
、
同
地
区
で
の
３
棟

６
戸
の
新
築
事
業
を
実
施
し
、

子
育
て
世
帯
が
安
心
し
て
安

全
・
快
適
に
生
活
で
き
る
住
宅

の
確
保
及
び
住
環
境
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

上
下
水
道
の
整
備

上
水
道
整
備
事
業
で
は
、
亀

徳
第
２
浄
水
場
を
更
新
し
、
生

活
基
盤
施
設
耐
震
化
等
交
付
金

事
業
の
活
用
に
よ
る
南
部
浄
水

場
施
設
整
備
、
轟
木
浄
水
場
、

山
浄
水
場
、
母
間
地
区
の
導
水

管
・
配
水
管
の
布
設
替
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
簡
易
水
道
で

は
旭
ヶ
丘
浄
水
場
の
外
壁
及
び

場
内
整
備
が
完
了
し
、
平
成
31

年
度
で
は
山
浄
水
場
の
外
壁
の

整
備
及
び
南
部
浄
水
場
に
配
水

池
を
設
置
し
ま
す
。

下
水
道
整
備
事
業
で
は
、
亀

津
東
区
の
管
路
工
事
及
び
亀
津

小
学
校
周
辺
や
南
区
Ａ
コ
ー
プ

周
辺
住
宅
地
の
設
計
を
進
め
、

下
水
道
整
備
に
よ
る
快
適
な
生

活
環
境
作
り
や
河
川
の
汚
濁
防

止
に
努
め
ま
す
。

豊
か
な
自
然
と

安
全
安
心
な
生
活
が
調
和

す
る
環
境
社
会
づ
く
り

誰
も
が
快
適
に
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
、
人
に
優
し
い

ま
ち
づ
く
り
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宝
重
要
文
化
財
等
保
全
・
活
用

事
業
費
補
助
金
を
活
用
し
、
沿

岸
・
水
中
を
含
め
た
埋
蔵
文
化

財
分
布
調
査
を
実
施
し
て
お

り
、
こ
の
成
果
を
基
に
次
年
度

も
継
続
し
て
調
査
を
行
い
ま

す
。町

誌
編
さ
ん
に
お
い
て
は
、

昭
和
45
年
３
月
以
来
と
な
る

「
町
誌
編
さ
ん
事
業
」
が
始
ま

り
、
昨
年
４
月
に
編
さ
ん
室
を

立
ち
上
げ
、
８
月
に
は
新
た

な
町
誌
の
枠
組
み
を
決
め
る
編

纂
審
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
３
月
ま
で
の
５
年

間
で
本
編
と
な
る
「
通
史
編
」

の
ほ
か
「
地
域
編
」
２
冊
、「
自

然
編
」１
冊
、町
史
の「
簡
易
版
」

１
冊
を
刊
行
す
る
こ
と
が
決
定

し
ま
し
た
。
４
月
以
降
、
専
門

部
会
を
随
時
開
催
し
、
各
専
門

部
会
の
編
集
方
針
、
担
当
す
る

執
筆
者
や
ペ
ー
ジ
数
、
執
筆
期

限
等
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

し
た
。
平
成
31
年
度
は
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
に
力
を
入
れ
、
地
域

で
の
職
業
体
験
や
様
々
な
職
業

分
野
の
講
師
に
よ
る
学
習
の
機

会
を
作
り
ま
す
。
ま
た
、
首
都

圏
で
の
企
業
訪
問
や
職
場
体
験

な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研

修
を
行
う
こ
と
で
子
ど
も
達
の

職
業
観
形
成
を
図
り
ま
す
。

生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
推
進

平
成
31
年
度
に
お
い
て
は
、

新
規
講
座
を
含
む
40
講
座
の
開

講
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
講
座

で
得
ら
れ
た
技
術
の
発
表
の
場

で
あ
る
生
涯
学
習
フ
ェ
ア
を
開

催
す
る
こ
と
で
、
受
講
者
の
参

加
意
欲
の
向
上
、
新
規
受
講
者

の
獲
得
を
図
り
ま
す
。

郷
土
文
化
の
継
承
・
活
用

文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
つ

い
て
は
、
町
指
定
文
化
財
を
新

た
に
１
件
指
定
し
ま
し
た
。
国

乳
幼
児
か
ら
中
学
生
の
保
護
者

の
家
庭
教
育
を
支
援
し
ま
す
。

家
庭
教
育
支
援
員
を
配
置
し

て
、
子
育
て
に
悩
み
の
あ
る
保

護
者
の
家
庭
教
育
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
学
力
向
上
や
生
徒

指
導
の
充
実
及
び
家
庭
教
育
力

の
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
実
施
し
ま
す
。

青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

ス
ポ
ー
ツ
ア
イ
ラ
ン
ド
推
進

事
業
で
は
、
屋
内
運
動
場
の
開

設
に
伴
い
、
新
た
に
Ｔ
Ｄ
Ｋ
硬

式
野
球
部
及
び
専
修
大
学
相
撲

部
が
初
め
て
合
宿
を
行
い
ま
し

た
。平
成
31
年
度
に
お
い
て
は
、

夏
季
に
お
け
る
合
宿
等
の
誘
致

活
動
を
行
い
、
町
民
へ
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
の
魅
力
を
発
信
し
、

文
化
芸
術
の
振
興
及
び
健
康
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

中
学
生
と
高
校
生
に
よ
る

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

が
結
成
さ
れ
、
子
ど
も
独
自
の

地
域
貢
献
活
動
が
開
始
さ
れ
ま

は
、
平
成
31
年
度
よ
り
各
小
学

校
へ
講
師
を
派
遣
し
、
児
童
・

教
員
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習

支
援
に
加
え
、
学
士
村
塾
で
も

一
部
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
を

取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
情
報
活

用
能
力
を
高
め
ま
す
。

小
学
校
に
お
け
る
英
語
の
教

科
化
や
訪
日
外
国
人
観
光
客
の

増
加
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お

い
て
国
内
外
を
問
わ
ず
活
躍
で

き
る
人
材
育
成
に
向
け
、
公
募

に
よ
り
選
抜
し
た
中
学
生
を

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
派
遣
し
ま

す
。学

校
再
編
に
つ
い
て
は
、
学

校
再
編
検
討
委
員
会
を
継
続
開

催
し
、
再
編
に
関
す
る
研
修
、

学
校
再
編
に
関
わ
る
教
育
委
員

会
案
の
審
議
な
ど
を
行
い
、
検

討
委
員
会
に
よ
る
再
編
が
円

滑
に
進
む
よ
う
検
討
を
重
ね
ま

す
。家

庭
教
育
の
充
実

家
庭
教
育
支
援
事
業
で
は
、

学
校
教
育
の
充
実

学
校
施
設
の
環
境
整
備
に
あ

た
っ
て
は
、学
校
施
設
の
点
検
・

診
断
評
価
を
行
い
、
現
状
と
課

題
を
整
理
す
る
こ
と
で
学
校
施

設
の
目
指
す
べ
き
姿
を
明
確
に

し
ま
す
。
ま
た
、
各
小
中
学
校

で
は
、
快
適
な
学
習
環
境
の
整

備
を
推
進
し
ま
す
。

教
育
の
質
の
向
上
に
あ
た
っ

て
は
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
た
遠
隔
教
育
を
北
部

の
４
小
学
校
で
推
進
す
る
と
と

も
に
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
等
の
導
入
を
行
う
こ

と
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
に

取
り
組
み
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
か
ら
の
小
学

校
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
の
必
修
化
に
あ
た
っ
て

思
い
や
り
と
文
化
を
育
む

人
間
性
豊
か
な

ひ
と
づ
く
り
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重
な
自
然
環
境
保
全
を
図
り
、

町
民
の
皆
様
方
と
将
来
の
町
の

姿
を
語
り
合
う
こ
と
で
、
町
政

の
さ
ら
な
る
発
展
に
臨
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

平
成
31
年
度
の
町
政
に
全
力

で
取
り
組
み
、
学
び
、
暮
ら
し
、

働
き
、集
う
全
て
の
人
が
自
助
・

共
助
・
公
助
・
近
助
の
中
で
、

個
性
と
創
造
力
を
発
揮
す
る
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
町

民
の
皆
様
、
議
会
の
皆
様
の
ご

指
導
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、
平

成
31
年
度
の
施
政
方
針
と
致
し

ま
す
。

税
、
軽
自
動
車
税
の
賦
課
及
び

法
人
税
、
た
ば
こ
税
の
申
告
納

税
を
促
進
し
、
各
種
町
税
の
公

平
公
正
な
賦
課
に
努
め
ま
す
。

徴
収
業
務
で
は
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
の

導
入
を
行
う
事
で
納
税
機
会
の

拡
大
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
納

税
者
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
滞

納
処
分
の
強
化
に
も
取
り
組
み

ま
す
。

ふ
る
さ
と
思
い
や
り
基
金

推
進
事
業
で
は
、
全
国
の
約

２
万
４
０
０
０
人
の
方
よ
り

４
億
５
０
０
０
万
円
を
越
え
る

御
寄
附
を
い
た
だ
き
、
世
界
自

然
遺
産
登
録
に
向
け
た
ア
マ
ミ

ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
を
は
じ
め
と
す

る
希
少
種
保
護
活
動
、
地
元
高

校
生
の
学
習
環
境
の
整
備
を
実

施
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
本

町
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
方

法
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、

寄
附
の
使
い
方
に
賛
同
し
て
い

た
だ
き
、
新
た
に
徳
之
島
町
を

想
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
増
や

す
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

町
が
率
先
し
て
女
性
職
員
の

活
躍
を
推
進
す
る
た
め
の
「
特

定
事
業
主
行
動
計
画
」
を
策
定

し
、
女
性
職
員
が
き
や
す
い
環

境
を
整
え
る
こ
と
を
目
標
に
掲

げ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

本
年
２
月
に
は
、
鹿
児
島
県
男

女
共
同
参
画
推
進
員
に
本
町
か

ら
１
名
が
任
命
さ
れ
、
今
後
、

県
や
町
が
実
施
す
る
男
女
共
同

参
画
施
策
を
推
進
し
ま
す
。
平

成
31
年
度
も
引
き
続
き
「
男
女

共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。

行
財
政
運
営
の
効
率
化

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
根
幹
を
な

す
自
主
財
源
の
確
保
に
お
い
て

は
、
個
人
町
民
税
、
固
定
資
産

平成 31年度　徳之島町　施政方針

本
年
４
月
30
日
、
天
皇
陛
下

が
御
退
位
さ
れ
、
皇
太
子
殿
下

が
５
月
１
日
に
御
即
位
さ
れ
ま

す
。平

成
か
ら
新
元
号
へ
移
り
変

わ
り
、
私
た
ち
は
大
き
な
時
代

の
変
化
に
対
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措

置
法
の
延
長
を
前
提
と
し
た
奄

美
群
島
振
興
開
発
事
業
で
は
、

物
資
の
輸
送
費
支
援
の
拡
充
、

航
路
・
航
空
路
運
賃
軽
減
事
業

の
拡
充
等
が
新
た
に
加
え
ら
れ

る
他
、
住
民
と
の
創
意
工
夫
を

活
か
し
た
地
域
独
自
の
ア
イ

デ
ィ
ア
を
支
援
す
る
特
定
重
点

配
分
対
象
事
業
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

第
35
代
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大

統
領
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・

ケ
ネ
デ
ィ
は
就
任
演
説
で
「
あ

な
た
の
国
が
あ
な
た
の
た
め
に

何
が
で
き
る
か
問
わ
な
い
で
欲

し
い
。
あ
な
た
が
あ
な
た
の
国

の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
と
問

う
て
ほ
し
い
。」
と
国
民
に
対

し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い

ま
す
。

私
が
町
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
は
何
か
。
私
た
ち
が
町
の
た

め
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
。

島
の
現
状
を
一
番
知
っ
て
い

る
私
た
ち
が
そ
の
問
い
を
常
に

頭
の
中
で
意
識
し
た
暮
ら
し
を

送
る
こ
と
、
真
の
精
神
的
自
立

を
持
つ
こ
と
で
、
地
域
を
豊
か

に
す
る
振
興
策
が
創
造
さ
れ
る

と
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

人
材
育
成
や
教
育
支
援
、
貴

む
す
び
に

み
ん
な
が
主
役
、

協
働
で
展
開
す
る

結
い
の
ま
ち
づ
く
り

施政方針演説中の高岡秀規町長
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町からのお知らせ

徳之島町に転入された支給対象の方へ

児童手当の転入時の手続きについて

介護福祉課　☎ 0997-82-1111（内線 133）問
●はじめに行うこと

他の市区町村から転入したときは、現住所の市区町村に「認定請求書」を提出する申請手続き

が必要です。（公務員の方は勤務先への提出となります。）

市区町村の認定を受ければ、原則として、申請した月の翌月分の手当から支給します。早めの

申請をお願いします。

●認定請求に必要な添付書類
・健康保険被保険者証の写し（請求者が会社員等の被用者の場合）

・請求者名義の金融機関の通帳の写し

・前市区町村からの連絡票（受給資格の消滅日等が記載されているもの）

・世帯全員分の個人番号が分かる書類（マイナンバーカードや、個人番号記載の住民票等）

・対象児童がいる世帯の住民票謄本（単身赴任等で児童と別居している場合）

・前住所地の市区町村長が発行する所得課税証明証等（平成 30 年）

※この他、添付資料が必要となる場合があります。

●請求方法
　介護福祉課窓口での手続きとなります。詳しくは介護福祉課児童福祉係までお尋ねください。

後期高齢者医療保険料の軽減内容が変わります

75 歳以上高齢者の医療保険料軽減特例の見直しについて

本来、7 割軽減のところ、これまで特例的に 9 割軽減となっていた方（年金収入 80 万円以下）
の軽減率が、平成 31 年４月 1 日から次のように変わります。

健康増進課　☎ 0997-82-1111（内線 136）問

≪改正前　（平成 30 年度保険料）≫　９割軽減
≪改正後　（平成 31 年度保険料）≫　８割軽減

世代間の公平の観点等から平成 31 年度後期高齢者医療保険料の均等割額の軽減率が見直されま
すので、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料を
年金からの引き落としで納めている皆様へ

年度の前半（4 月・6 月・8 月）は直近 2 月の引き落とし額と同額で仮で徴収しており、
後半（10 月・12 月・2 月）で年間の保険料を調整します。



2019 年 4 月号広報とくのしま– 13 –

町からのお知らせ
使用する前に確認を

離島航空割引カードの有効期限について

住民生活課　☎ 0997-82-1111（内線 121）問

ゴールデンウィーク中（４月 27 日～５月６日）に離島航空割引カー

ドを使用される予定のある方は、カードの有効期限を必ずご確認くだ

さい。長期休暇中や土・日・祝日は、カードの更新・発行などはでき
ません。飛行機や船に搭乗する際にも、カードの確認が必要です。有

効期限が切れている場合は、通常料金となりますので、ご確認のうえ

更新・再発行が必要な場合は手続きをしてください。

健康増進課 国民健康保険係　☎ 0997-82-1111（内線 135,136）

国民健康保険 学生用被保険者証の申請

マル学被保険者証の切り替えについて
問

「申告」はお済ですか？
国民健康保険税納税義務者（世帯主）及びその世帯に属する家族は、前年中（平成 30 年

１月～ 12 月）の収入の有無に関わらず必ず申告が必要です。申告（世帯全員）がされてい
ない場合は、保険税の軽減や入院時の医療費及び食事代の負担額の減額が受けられません。
早目の申告をお願いします。又、平成 31 年１月２日以降に徳之島町に転入された方の場合は、
前年の所得金額が不明のため、前住所地に所得照会をして、後日所得金額が判明すれば保険
税が変更されることがあります。

■持参するもの　①「在学証明書」　②住所の変更がある場合は「住民票のコピー」　③印鑑

町外の学校で修学する為に家族と離

れて暮らしている方の「学生用被保険

者証」が、３月末の有効期限となって

おります。次年度発行分 ( ４月１日～

７月末期限 ) につきましては、従来通

り申請交付となりますので、下記書類

等をご持参のうえ本庁又は花徳支所窓

口で申請してください。又、８月以降

の被保険者証については今回申請され

た方に限り、全世帯一斉更新 ( ７月中

旬予定 ) の際に送らせていただきます。なお、すでに卒業されている場合は、国民健康保険係へ

の届出が必要となりますので、ご注意ください。
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町からのお知らせ
軽減税率制度はすべての事業者の方に関係します

消費税軽減税率制度説明会を開催します

本年 10 月１日から、消費税及び地方消費税の税率が８％から 10％に引き上げられると同時に、
消費税の軽減税率制度が実施されます。

軽減税率制度は、対象品目を取り扱う事業者だけでなく、消費税の納税義務がない免税事業者の
方を含め、多くの事業者の皆様に関係する制度です。

このため、軽減税率制度や軽減税率対策補助金についての理解を深めていただくために、消費税
軽減税率制度説明会を下記のとおり開催いたします。
●説明会日程

大島税務署　☎ 0997-52-4322（内線 211）　税務課　☎ 0997-82-1111（内線 143）問

リサイクルが義務づけられています

家電リサイクル海上輸送費助成事業について

住民生活課　☎ 0997-82-1111（内線 121）問

徳之島 3 町では、一般財団法人家電製品協会が実施する離島対策事業により、家電製品をリサ

イクルする際にかかる収集運搬料金のうち、海上輸送費用の一部が助成されています。

●説明会の内容
①消費税軽減税率制度の概要について　②事業者支援措置（軽減税率対策補助金）について

③インボイス制度の概要について　（※筆記用具をご持参ください。）

対象者 開催日時 会場

徳之島町・伊仙町
・天城町の方

４月 16 日（火）
午後２時～３時 30 分まで

徳之島町商工会（２Ｆ会議室）
※駐車場に限りがございます

４月 17 日（水）
午後２時～３時 30 分まで 天城町商工会（会議室）

家電の種類 助成額

エアコン 1,080 円

テレビ 870 円

冷蔵庫・冷凍庫 2,110 円

洗濯機・乾燥機 1,300 円

※この助成は、海上輸送費に対する助成です。収集料金
とリサイクル料金は別になります。また、収集料金に
ついては各販売店で異なりますのでご注意ください。

※上記に記載した家電 4 品目は、法律でリサイクルが義務付けられています。買い替え
や転居等で不要になった家電は、必ず最寄りの家電販売店で引き取り手続きを行ってくだ
さい。インターネット等で購入した義務外品（引き取りを依頼する店で購入したものでは
ないもの）も販売店で引き取ります。不燃ごみとして出した場合、町では回収しませんの
でご注意ください。
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町からのお知らせ
減免申請は 2019 年５月 24 日までに申告を

軽自動車税の減免申請・税額について

税務課　☎ 0997-82-1111（内線 143）問
●軽自動車税の減免申請
身体に障がいがある方が所有する（18 歳未満の場合、知的障がい者又は精神障がい者にあって

は生計を一にする方が所有する）軽自動車等で、もっぱら当該身体障がい者等のために使用する

場合は、地方税法及び町税条例の規定により軽自動車税減免の適用が受けられる場合があります

ので、納期限の７日前（2019 年５月 24 日）までに申告してください。

※普通自動車税を減免申請している方は軽自動車税の減免はできません。

※期限を過ぎての申請はできません。　※台数は一台に限ります。

■申請に必要なもの
・減免申請書（税務課にあります）　　・納税通知書（納付書：5 月上旬発送予定）
・運転免許証　・身体障がい者手帳　・車検証（車検切れの場合は申請できません）　・印鑑

●軽自動車税の税額：国の税制改正において、平成 28 年度から税額が変更されました。
①原動機付自転車・１２５ｃｃ以上のバイクなどの車両

車　種　区　分 旧税率 現況

原
付

50 ｃｃ以下 1,000 円 2,000 円
50 ｃｃ超 90 ｃｃ以下 1,200 円 2,000 円

90 ｃｃ超 125 ｃｃ以下 1,600 円 2,400 円
ミ ニ カ ー 2,500 円 3,700 円

軽二輪（125 ｃｃ超 250 ｃｃ以下） 2,400 円 3,600 円
小 型 二 輪（250 ｃｃ超） 4,000 円 6,000 円

小型
特殊

農 耕 作 業 用 1,600 円 2,400 円
そ　の　他 4,700 円 5,900 円

②軽四輪などの車両（※平成 27 年 4 月 1 日以後に新規取得された分の税額となります。）
車　種　区　分 旧 税 率 現　況

三　輪 3,100 円 3,900 円

四輪以上
乗　用 自 家 用 7,200 円 10,800 円

営 業 用 5,500 円 6,900 円

貨　物 自 家 用 4,000 円 5,000 円
営 業 用 3,000 円 3,800 円

また、軽自動車のグリーン化を進める観点から、最初の新規検査をしてから 13 年を経過した
軽四輪車等について標準税率の概ね 20％の重課となります。平成 31 年度の重課税対象車は、平
成 18 年 3 月までの年式の車になります。車検証の初度検査年月日をご確認ください。

車　種　区　分 重課税率
三　輪 4,600 円

四 輪 以 上
乗　用 自 家 用 12,900 円

営 業 用 8,200 円

貨　物 自 家 用 6,000 円
営 業 用 4,500 円
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町からのお知らせ
奄美大島年金事務所からのお知らせ

年金相談所の開設について

住民生活課　☎ 0997-82-1111（内線 121）問

下記の日程で、年金相談所を開設します。相談は予約制です。相談を受けられる方は町住民生活

課国民年金係までお申し込みください。またご来場の際は、年金手帳やねんきん定期便、運転免許

証など、身分確認ができる書類をご持参ください。

●日時＝平成 31 年４月 10 日（水）午後 1 時～４時、４月 11 日（木）午前 9 時～正午

●場所＝町役場１階会議室

●相談内容＝ 10 年短縮による年金請求のこと、国民年金、厚生年金・船員保険等の年金制度全　

　　　　　　 般に関すること

水銀使用製品の適切な廃棄を

水銀使用廃製品が公民館でも廃棄できます

住民生活課　☎ 0997-82-1111（内線 121）問

水銀使用製品である、『蛍光管・ボタン電池・水銀体温計・水銀温度計・水銀血圧計』は、「燃え

ないゴミ」として捨てることはできなくなっています。廃棄方法としては、現在町役場入り口と花

徳支所に設置している回収ボックスか、徳之島愛ランドクリーンセンターへ直接搬入となっていま

すが、今後各集落公民館でも廃棄することが出来るようになります。（※新村地区は花徳支所への

持込みをお願いします。）

公民館に水銀使用廃製品を回収する『回収ボックス』を設置していますので、公民館が開いてい

るときに持ち込んでください。

「燃えるごみ」や「燃えないごみ」は、公民館への持込みをしないでください。

●町役場入り口、花徳支所、公民館、愛ランドクリーンセンターへ持込みできる水銀使用廃製品について

蛍光管や水銀体温計等の廃製品は割れやすいため、持込みの際は充分お気をつけください。

・蛍光管＝廃棄時に割れないように、購入時のケースに入れてください。

・ボタン電池＝両極をセロハンテープで覆い、透明の袋に入れてください。他の電池等の金属製

　　　　　　　品が触れると、ショートし、発熱・破裂・発火するおそれがあります。

・水銀体温計、水銀温度計、水銀血圧計＝購入時のケースや保管用のケースに入れてください。

●注意事項

水銀使用廃製品が破損した場合、中身の水銀は放置すると気化します。そのため、破損した際に

は、窓を開け換気を充分に行い、硬い紙などでガラスの破片や粉をすくい取り、密閉できるガラス

瓶やポリ袋に入れてください。また、粘着テープを使用して残りの細かいガラスの破片や粉を集め

て、同様に密閉できるガラス瓶やポリ袋に入れてください。
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情報掲示板
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る
状
態
に

あ
る
在
宅
の
方
の
生
活
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。

た
だ
し
、
福
祉
施
設
に
入
所

し
て
い
る
方
や
長
期
間
入
院
し

て
い
る
方
は
、
支
給
の
対
象
外

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、受
給
資
格
者
、配
偶
者
、

扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
額

に
よ
っ
て
は
、
そ
の
年
の
８
月

か
ら
翌
年
の
７
月
ま
で
を
一
つ

の
期
間
と
し
て
支
給
を
停
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
特
別
障
害
者
手
当

　
（
20
歳
以
上
の
方
）

　
　

月
額
２
万
７
２
０
０
円

　
　
（
平
成
31
年
４
月
改
定
）

●
障
害
児
福
祉
手
当

　
（
20
歳
未
満
の
方
）

　
　

月
額
１
万
４
７
９
０
円

　
　
（
平
成
31
年
４
月
改
定
）

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児
島

県
徳
之
島
事
務
所
福
祉
課
☎

０
９
９
７
―
８
２
―
０
２
３
３

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の
夏

休
み
海
外
研
修
交
流
事
業
参
加

者
募
集

公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少

年
研
修
協
会
で
は
、
９
コ
ー
ス

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

体
験
を
通
し
て
、
お
互
い
の
理

解
や
交
流
を
深
め
、
国
際
性
を

養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま

す
。
お
ひ
と
り
で
参
加
に
な
る

方
が
７
割
以
上
、
初
め
て
海
外

へ
行
か
れ
る
方
が
多
く
、
全
国

か
ら
参
加
す
る
お
友
達
と
の
出

会
い
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

仲
間
づ
く
り
の
指
導
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

● 

内
容

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
文
化
交
流
・
学
校
体
験
・

英
語
研
修
・
地
域
見
学
・
野

外
活
動 

等

●
研
修
国

	
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
カ
ナ
ダ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・

フ
ィ
ジ
ー

●
日
程

	

２
０
１
９
年
７
月
26
日
（
金
）

～
８
月
20
日
（
火
）
の
８
～

18
日
間

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
対
象

小
学
３
年
生
～
高
校
３
年
生

の
方
ま
で

※
コ
ー
ス
に
よ
り
対
象
学
年
が

異
な
り
ま
す
。

●
参
加
費

36
万
円
～
65
万
円

●
締
切

５
月
24
日
（
金
）

お
よ
び
６
月
７
日
（
金
）

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。　
　

◎
お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

＝
公
益
財
団
法
人 

国
際
青
少
年

研
修
協
会
☎
０
３
―
６
４
１
７

―
９
７
２
１

九
州
電
力
か
ら
感
電
事
故
防
止

の
お
願
い

鯉
の
ぼ
り
の
季
節
に
な
り
ま

し
た
が
、
感
電
事
故
防
止
の
た

め
、
電
線
付
近
で
の
鯉
の
ぼ
り

の
掲
揚
や
魚
釣
り
は
絶
対
行
わ

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
万
一
鯉
の
ぼ
り
や
釣
り
糸

が
電
線
に
か
か
っ
た
場
合
は
、

自
分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
、
お
近

く
の
九
州
電
力
ま
で
ご
連
絡
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
九
州
電
力

株
式
会
社
徳
之
島
営
業
所
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
―

９
８
６
―
８
１
５
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情報掲示板

＊おおむね 60 歳以上で健康で働く意欲のある方
＊定年等で勤めをやめられた方、家庭婦人などで
　現在職業に就いていない方

経験と技術を地域社会で生かしませんか？

会員募集中

※当センターは雇用ではない、臨時的または短期的な仕事をするところです。

会員さんはこのような仕事をしています

その他いろいろな仕事を行っております。利用者の方もお気軽にお電話ください。

徳之島町にお住まいの方で

〒 891-7101　徳之島町亀津７２１７
ＴＥＬ：０９９７－８２－２７７２
ＦＡＸ：０９９７－８２－２７７３
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情報掲示板
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 教育委員会
だより

部　門 賞　名 学校名 氏　名

～平成 30 年度 学力向上対策試験優秀者～
「平成30年度 学力向上対策試験」（平成30年12月1日に小学生を対象に、

12 月 15 日に中学生を対象に実施）で優秀な成績を修めた児童生徒を紹介
します。（※義務教育及び学士村塾通塾の皆勤賞は次号に掲載予定です。）

総合小学１年の部
最優秀賞 亀徳小 上岡 紗彩（かみおか さあや）
優秀賞 亀津小 黒岩 志帆（くろいわ しほ）
優良賞 亀津小 春口 陸人（はるぐち りくと）

総合小学２年の部
最優秀賞 花徳小 乾 小羽（いぬい こはね）
優秀賞 亀津小 直島 祐一郎（なおしま ゆういちろう）

〃 亀津小 松澤 隆正（まつざわ りゅうせい）

総合小学３年の部
最優秀賞 亀津小 岸岡 春樹（きしおか はるき）
優秀賞 亀徳小 江川 和希（えがわ かずき）
優良賞 亀津小 佐籐 優奈（さとう ゆうな）

総合小学４年の部
最優秀賞 神之嶺小 加 笑真（くわえ えま）
優秀賞 亀津小 迫田 康平（さこだ こうへい）
優良賞 亀津小 榮倉 悠真（えいくら ゆうま）

総合小学５年の部
最優秀賞 亀津小 松山 康太郎（まつやま こうたろう）
優秀賞 花徳小 福山 晴海（ふくやま はるみ）
優良賞 亀徳小 黒須 昭洋（くろす あきひろ）

総合小学６年の部
最優秀賞 亀津小 𠮷田 直輝（よしだ なおき）
優秀賞 花徳小 松本 芽衣（まつもと めい）
優良賞 神之嶺小 丸山 ゆり乃（まるやま ゆりの）

中
学
１
年
生
の
部

総合

最優秀賞 亀津中 福井 和華（ふくい のどか）
優秀賞 亀津中 近藤 瑛奈（こんどう はな）
優良賞 亀津中 佐多 欧祐（さた おうすけ）

〃 井之川中 町田 幸正（まちだ こうせい）
国語 最優秀賞 亀津中 北山 愛心（きたやま あこ）
社会 〃 亀津中 福井 和華（ふくい のどか）
数学 〃 亀津中 佐多 欧祐（さた おうすけ）

理科
〃 亀津中 福井 和華（ふくい のどか）
〃 亀津中 近藤 瑛奈（こんどう はな）

英語 〃 東天城中 竹山 大貴（たけやま だいき）

中
学
２
年
生
の
部

総合
最優秀賞 井之川中 松田 千佳（まつだ ちか）
優秀賞 亀津中 藤井 希天（ふじい のあ）
優良賞 亀津中 幸元 一樹（さちもと いつき）

国語 最優秀賞 亀津中 幸元 一樹（さちもと いつき）
社会 〃 東天城中 青山 楓馬（あおやま ふうま）
数学 〃 亀津中 植田 翔和（うえだ とわ）
理科 〃 亀津中 藤井 希天（ふじい のあ）
英語 〃 井之川中 松田 千佳（まつだ ちか）

中
学
３
年
生
の
部

総合
最優秀賞 亀津中 文元 一冴（ふみもと いっさ）
優秀賞 井之川中 重久 蓮那（しげひさ はすな）
優良賞 井之川中 富田 真人（とみた まさと）

国語 最優秀賞 亀津中 池田 朝陽（いけだ あさひ）
社会 〃 手々中 山下 萌香（やました もえか）
数学 〃 尾母中 中江 莉玖斗　（なかえ りくと）
理科 〃 亀津中 松田 ひなた（まつだ ひなた）
英語 〃 井之川中 重久 蓮那（しげひさ はすな）
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希少な固有種が暮らすエリアを守るため、

　【林道山クビリ線】の通行制限にご協力ください。

企画課　☎ 0997-82-1111（内線 222）問

徳之島は奄美大島、沖縄島北部、西表島とともに

2020 年夏の世界自然遺産登録を目指しています。徳

之島には、国の特別天然記念物アマミノクロウサギ

をはじめとする数多くの希少動植物が生息してお

り、島内 6,122 ヘクタールが奄美群島国立公園に指

定されています。

島内でも希少種の生息密度が非常に濃い地域を

通っている【林道山クビリ線】においては、ナイト

ツアーや森林散策などの需要が高まっており、過剰

な利用により野生動植物の殺傷や振動・光等による動植物の生息環境悪化等が懸念されてい

ます。

このような状況を踏まえ、環境省・林野庁・鹿児島県・徳之島町では、近隣集落の区長や

土地所有者、自然保護団体を交えた徳之島利用適正化会議を開催し、平成 31 年 7 月 1 日よ

り【林道山クビリ線】の通行制限を行うこととしました。

2019 年 7 月１日以降、【林道山クビリ線】を利用するには下記のことにご注意ください。

　【１．野生生物の観察を行いたい場合】

　　認定エコツアーガイドが実施するツアー（有料）をご予約のうえご参加ください。

　【２．学術研究その他公益上必要な場合】

　　徳之島町役場農林水産課への申請手続きが必要となります。

貴重な自然環境を次世代に繋げるため、御理解・御協力いだたきますよう宜しくお願い致

します。

子どものスマートフォンやタブレット使用は、使い方によって、子どもが危険な目に合ったり、

生活への悪影響を与える可能性があります。安心安全な利用を親子で心がけましょう。

- 徳之島町青少年育成町民会議 -

ペア・・・親子で一緒に！（使い方や家族でのルールを決めましょう）
レンタル・・・親が購入して「貸し」与えている意識をもつ！
コントロール・・・間違った使い方をして危険な目にあわないように導く
                                 フィルタリングを有効に活用しましょう。

子どものスマホ等利用は「ペアレンタルコントロール」を意識して！
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図書館かち
行かでー！

～Let's go to the library! ～ 

『ひと』

小野寺 史宜／著〔小説〕

20 歳の柏木聖輔。空腹に負けて吸
い寄せられた商店街の惣菜屋で、
聖輔は買おうとしていた最後に
残った 50 円のコロッケを見知らぬ
お婆さんに譲った。それが運命を
変えるとも知らずに…。

徳之島町立図書館から、
新着本やイベントなどのお知らせ。

本
を
読
ん
で
、

人
生
を
豊
か
に
。

『一切なりゆき』

樹木 希林／著〔実用書〕

名女優が語り尽くした生と死、演
技、男と女。さまざまな雑誌に掲
載された樹木希林の言葉をまとめ
る。ユーモアと洞察に満ちた希林
流生き方のエッセンスが満載。樹
木希林年譜、内田也哉子による喪
主代理の挨拶も収録。

『箱根０区を駆ける者たち』

佐藤 俊／著〔実用書〕

付き添い、計測員、給水員、応援
係…。箱根 0区は、区間エントリー
された選手に箱根を安心して走っ
てもらうために裏方に回った選手
たちのこと。戦力外になった東海
大陸上部の 4年生たちの挫折と再
起を追ったノンフィクション。

『たくさんのドア』

アリスン・マギー／著〔絵本〕

親元を離れ巣立っていく我が子、
社会人として踏み出す一歩、その
前にならぶたくさんのドア。ドア
の向こうにはどんな未来が待って
いるのか。何があろうと「はるば
るとした　おおきなものにあなた
は　まもられている」―入学を迎
える親子、親元を離れ社会へ旅立
つあなた、前に進むことをためらっ
ているあなたに読んでほしい絵本。

『歯のえほん』

エドワード・ミラー／作

健康な歯と歯ぐきのためにできる
ことを知ろう！歯のある動物、歯
のはえかわり、むし歯、歯みがき、
デンタルフロス…。雑学から歯科
衛生まで、歯についての様々な話
題を楽しく紹介する絵本。

徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

の図書館展示４月
・ 徳之島ガイド　 ・ 平成ベストセラー

・ 教えて！池上先生！　 ・ 皇室写真集

《図書館開館時間》火～金曜日：午前 10 時～午後７時
　　　 土・日・祝日：午前９時 30 分～午後５時

『えいごえほん百科 ジャンプ』

石毛 隆史／監修〔児童書〕

学校でおなかが痛い時、なんて言
う？消しゴムを貸してほしい時
は？英語の単語やフレーズを楽し
いイラストや写真とともに収録。親
子で一緒に英語表現に親しめる本。

お知らせ
○あかちゃんおはなし会　4/7（日）午後 2 時 30 分～

○毎月のおはなし会　4/13・27（土）午後 2 時 30 分～

☆職員おすすめ本☆　    

町立図書館のお仕事を手伝ってくれる子どもたちを募集します！

応募方法等の詳細は町立図書館へお問い合わせください。

○募集資格 ： 町内の小学 3 年生～高校生

○募集期間 ： 2019 年４月 10 日

　　　　　　　　　　　　～ 2019 年５月 31 日

図書館キッズ大募集
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○
妊
娠
中
の
心
と
身
体
の
付
き
合
い
方

　

～
妊
娠
の
経
過
と
過
ご
し
方
～

○
赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養
と
食
事

　

～
妊
娠
中
・
産
後
、

　
　

赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
る
食
に
つ
い
て
～

○
沐
浴
体
験

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
日
に
ち
】
４
月
22
日
（
月
）

【
時　

間
】
10
時
～
12
時

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
母
子
健
康
手
帳
を

　
　
　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
検
診
・
フ
ッ
化
物

塗
布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
４
月
18
日
（
木
）

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

お
待
ち

 

し
て
ま
す
！

徳之島町保健センター　電話 :0997-83-3121

町立幼稚園年長さん、むし歯ゼロ達成！

　町立幼稚園での歯科健診で、41 名の年長さんたちがむし歯
０( ゼロ ) を達成しました。これからも「８０２０」を目指し
てがんばってください！

４月からはピカピカの一年生、 歯もピカピカ！

亀 津 幼 稚 園 う め 組 亀 津 幼 稚 園 ま つ 組

む
し
歯
０

お
め
で
と
う
！歯っぴぃレンジャー

●「8020（ハチ・マル・二イ・マル）運動」とは●
　「80 歳になっても自分の歯を 20 本以上保とう」という運動です。「8020」の「80」は、男女を

合わせた平均寿命、つまり「生涯」を意味します。一方「20」は「自分の歯で食べられる」ため

に必要な歯の数を意味します。

亀 徳 幼 稚 園 花 徳 幼 稚 園
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今回のきま
いたりっちゅ
は、亀徳にお
住まいの「富
トミ子」さん。
毎年、亀徳
小の 5 年生が
学習フェスタで披露する「秋津港の砂糖積み」
劇の指導や、地域の行事にも積極的に参加し
ています。元気の秘訣は「友達とよく話すこと、
昔話をすることだよ」と教えてくれました。ま
た、「バタバタ動いてよく怪我をするので、ゆっ
くり過ごすようにする」と冗談交じりに話し
てくれました。老若男女問わず、皆から愛さ
れる「とみこばぁ」。これからも素敵な笑顔で
元気にお過ごしください。

わっきゃまちの
きまいたりっちゅ

富 トミ子 さん
（90 歳）亀徳

亀
徳
集
落
有
志
で
清
掃
活
動3 月 9 日、亀徳大橋付近でボラン

ティア清掃活動が行われました。亀
徳地区では第３日曜のボランティア
清掃活動以外にも、地域の有志によ
る清掃活動が毎月行われています。

全国農作業安全確認運動

まずは
ワンチェック

ワンアクションで
農作業安全

農林水産省


